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二
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六
巻
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三
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共
同
研

究
室

昭
和
五
二
年
度
第
六
同
研
究
会
（
七
月
一
目
）

▼
テ
ー
マ
　
独
占
と
景
気
循
環
の
変
容

　
報
告
者
　
北
野
正
一
氏

報
告
要
旨

　
景
気
循
環
の
形
態
と
経
済
行
動

問
題
景
気
循
環
の
形
態
に
作
用
を
及
ぼ
す
諸
要
因
を
摘
出
し
、
そ

　
　
　
　
れ
が
景
気
循
環
の
形
態
に
及
ぽ
す
効
果
を
分
析
す
る
。

モ
デ
ル
　
ｋ
ｌ
Ｉ
〇
十
＼
１
１
完
宅
十
ト
十
Ｈ
　
ト
＼
ト
ー
ー
ミ
Ｖ
◎
（
記
号
は
後
述
）

　
　
　
≧
１
Ｉ
ｑ
　
　
，
１
１
守
宍

　
　
　
　
肉
１
ｌ
Ｈ
Ｉ
＼
肉

　
　
　
メ
＼
メ
ー
－
ミ

　
　
　
讐
１
１
票
～
１
戸
）
　
讐
１
１
蟹
～
－
ト
＼
声
　
　
内
１
１
く
宗

　
　
　
　
一
、
〈
メ
竈
洋
ヴ
。
汁
リ

　
　
　
　
、
ム
丁
董
∴
い

一
七
四
（
五
八
八
）

ま
と
め
る
と、

汀
ギ
ま
、
十
、

　
　
　
　
　
　
　
り
ｑ

上
い
い
バ
ー

べ
…
之
宍

肩
筆
Ｖ
祭

の
限
り
、

土
デ
貫
く
一

９
一
少
一
少
を
含
む
場
合
の
運
動

そ
の
他

。
筆
１
ー
ミ
十
＼
Ｖ
冬
戸

。
少
を
含
ま
な
い
場

　
合
、
天
井
に
到
ら
ず

　
に
下
方
へ
反
転

。
汐
を
含
ま
な
い
場

　
合
、
底
に
到
ら
ず
に

　
上
方
へ
反
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ

・
８
幻
を
含
ま
な
い

灼
”
Ｏ
べ
　
　
０
１
１
１
而

の
限
り
、

Ｘ

ｇ

６ｄＳ３Ｓ



）１（ 　
場
合
、
底
に
は
到
ら
ず
に
上
方
へ
反
転

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
作
用
（
計
算

　
結
果
の
み
）

　
筆
１
－
ミ
十
＼
が
よ
り
高
い
場

合
。

○
筆
Ｖ
冬
戸
　
と
な
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ

Ｘ
＼
－

■
一
ｔ

場のネ６ｄＳ≧＊ｇ

　
（
目
胃
；
ｑ
の
ｏ
§
〈
ｏ
。
の
場

　
合
に
相
当
）
完
全
雇
用
へ
到

　
達
す
れ
ぼ
、
そ
こ
に
留
ま
り
、

　
内
は
筆
へ
収
束
し
て
ゆ
く
。

　
、
Ｖ
戸

。
内
１
ｌ
ｏ
の
場
合

　
底
へ
落
込
め
ぼ
そ
こ
で
停
止

し
て
し
ま
う
。

。
内
１
べ
平
面
で
軌
跡
が
右
側

　
へ
移
動
す
る
。

　
完
全
雇
用
到
達
点
に
お
げ
る

内
と
、
の
値
は
高
く
な
る
。

　
稼
動
率
の
最
小
値
は
大
き
く

　
　
　
共
同
研
究
室

＊びｄＳ

Ｘ

ｇ

合場い高りよが臥

Ｘ

ｇ

＊

双

　
０
の

　
ド

　
ｇ

）２（）３（ な
る
。

　
底
（
的
１
Ｉ
ｏ
）
は
距
離
も
経
過
時
問
も
短
縮
す
る
。

　
上
方
へ
の
発
散
性
は
強
ま
り
、
下
方
へ
の
そ
れ
は
弱
ま
る
。

　
好
況
局
面
が
よ
り
支
配
的
に
な
る
。

貯
蓄
率
８
の
効
果
（
よ
り
高
い
場
合
）

。
暑
十
内
１
１
冬
戸
の
上
方
。
っ
巨
津

　
♂
経
路
の
傾
き
葛
．

　
各
点
に
於
る
運
動
方
向

。
最
大
失
業
率
は
増
す
。

　
内
の
上
界
局
面
で
は
、

上
昇
速
度
は
低
下
し
、
稼

動
率
へ
抑
制
的
に
作
用
す

る
。
（
内
Ｖ
内
半
）

　
内
の
下
落
局
面
（
灼
く

筆
）
で
、

上
方
の
発
散
性
を
弱
め
、

オ
申
戸
ｑ
の
効
果
は
、

　
句
一
投
資
の
反
応
係
数
、

上
下
共
、

戸
、

下
落
速
度
を
増
加
さ
せ
、
～
へ
抑
制
的
作
用
を
及
ぽ
す
。

　
　
　
　
　
　
下
方
へ
は
逆
。

　
　
　
　
　
天
井
の
。
。
巨
津
以
外
は
ｓ
と
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
高
い
場
合

運
動
速
度
は
速
ま
り
、
発
散
性
は
強
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
一
七
五
（
五
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
三
号
）

♂
か
ら
９
へ
の
切
替
が
よ
り
高
い
内
に
お
い
て
実
現
す
る
。

・
記
号

ツ
一
総
生
産
、
〇
一
消
費
、
１
一
粗
投
資
、
Ｒ
一
実
質
賃
金
率
、
Ｗ
一

雇
用
・
五
一
資
本
家
の
独
立
消
費
、
６
一
稼
動
率
、
ｄ
一
産
出
係
数
、

Ｋ
一
資
本
ス
ト
ッ
ク
、
刃
一
設
備
の
廃
棄
率
、
凧
一
労
働
供
給
量
、
ｇ

一
現
実
の
蓄
積
率
、
幽
一
資
本
家
の
望
む
蓄
積
率
、
＆
一
完
全
展
用
に

よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
蓄
積
率
、
ｓ
一
剰
余
率
（
廿
箪
嚇
機
）

昭
和
五
二
年
度
七
回
研
究
会
（
七
月
八
日
）

▼
テ
ー
マ
　
現
代
ソ
連
経
済
と
民
主
主
義

　
報
告
者
　
小
野
一
郎
氏

　
報
告
に
加
筆
し
た
も
の
を
左
記
の
論
文
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
の
で

参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
「
現
代
杜
会
主
義
の
経
済
体
制
と
民
主
主
義
　
　
ソ
連
に
お
げ
る
効

率
・
分
権
・
参
加
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
　
」
（
季
刊
『
現
代
と
思
想
』

第
二
九
号
、
一
九
七
七
年
九
月
所
収
）

一
七
六
（
五
九
〇
）




